







　2014 年に金融商品に係る包括的な会計基準である IFRS 第 9 号「金融商品」（以下，








2018 年 3 月 に 公 開 草 案「資 本 性 金 融 商 品 ― 減 損 お よ び リ サ イ ク リ ン グ（Equity
Instruments-ImpairmentandRecycling）」（以 下，EFRAG（2018） と い う）， お よ び





次のとおりである。まず，第 2 節において IFRS9 における会計処理とその論拠について
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この FVPL による測定ではなく，事後の公正価値の変動をその他の包括利益に表示する
（FairValueThroughOtherComprehensiveIncome：以下，FVOCI という）という取
消 不 能 の 選 択（以 下，FVOCI オ プ シ ョ ン と い う） を 行 う こ と が で き る（IFRS9,












について，FVOCI オプションを認める理由を IASB は次のように説明している。
「一部の資本性金融商品については，公正価値に関する情報が純損益に関連性がない
と考えられる可能性がある場合があること（金融商品が戦略目的で保有される場合な











を行う必要が生じることである。IAS 第 39 号における資本性金融商品についての減
損の要求事項は非常に主観的であり，国際的な金融危機の間に最も批判を受けた会計














で言及されている IAS 第 39 号「金融商品：認識および測定」（以下，IAS39 という）お








分類 測定 評価差額 減損
IFRS9
原則（下記以外） FVPL 純損益に認識 N/A






















　第 1 節で述べたとおり，EFRAG は，EC より IFRS9 における資本性金融商品に係る会
計処理が，欧州における長期投資に与える潜在的な影響についての調査を要請された。こ


















きない（par.4.10）。また，本来 IFRS9 における FVOCI オプションは，保有時における純
損益の変動を排除するものであるが，再評価モデルでは公正価値が下落する限り，その目
的を達成することはできない（par.4.11）。
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